
令和４年度　評価規準
学校名：江戸川区立鹿骨中学校

教科 学年

7

27

保健体育

体を動かす楽しさや心地よさを
味わい，運動を継続する意義，
体の構造，運動の原則などを
理解するとともに，健康の保持
増進や体力の向上を目指し，
目的に適した運動の計画を立
て取り組むことができる。

第３学年

体つくり運動

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○知識
・運動を継続する意義，体の構
造，運動の原則などについて
理解している。

・自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたこと
を他者に伝えている。

・体つくり運動に自主的に取り
組むとともに，互いに助け合い
教え合おうとすること，一人一
人の違いに応じた動きなどを大
切にしようとすること，話合いに
貢献しようとすることなどをした
り，健康・安全を確保したりして
いる。

・動きなどの自己や仲間の課題
を発見し，合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたこと
を他者に伝えている。

・陸上競技に自主的に取り組む
とともに，勝敗などを冷静に
受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，自己の
責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり，健康・安全を確
保したりしている。

陸上競技 記録の向上や競争の楽しさや
喜びを味わい，体力の高め方
や運動観察の方法などを理解
するとともに，各種目特有の技
能を身に付けることができる。

〇知識
・技術の名称や行い方，体力の高
め方，運動観察の方法などに
ついて理解している。
〇技能
・短距離走・リレーでは，中間走へ
のつなぎを滑らかにして速く走るこ
とやバトンの受渡しで次走者の
スピードを十分高めることができ
る。
・長距離走では，自己に適した
ペースを維持して走ることができ
る。
・ハードル走では，スピードを維持
した走りからハードルを低く越すこ
とができる。
・走り幅跳びでは，スピードに乗っ
た助走から力強く踏み切って跳ぶ
ことができる。
・走り高跳びでは，リズミカルな助
走から力強く踏み切り滑らかな空
間動作で跳ぶことができる。
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水泳 記録の向上や競争の楽しさや
喜びを味わい，体力の高め方
や運動観察の方法などを理解
するとともに，効率的に泳ぐこと
ができる。

〇知識
・技術の名称や行い方，体力の高
め方，運動観察の方法などに
ついて理解している。
〇技能
・クロールでは，手と足の動き，呼
吸のバランスを保ち，安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだり
することができる。
・平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペー
スで長く泳いだり速く泳いだりする
ことができる。
・背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペー
スで泳ぐことができる。
・バタフライでは，手と足の動き，
呼吸のバランスを保ち，安定した
ペースで泳ぐことができる。
・複数の泳法で泳ぐこと，又はリ
レーをすることができる。

・泳法などの自己や仲間の課
題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたこと
を他者に伝えている。

・水泳に自主的に取り組むとと
もに，勝敗などを冷静に受け
止め，ルールやマナーを大切
にしようとすること，自己の
責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとする
ことなどをしたり，水泳の事
故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保したり
している。
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体育理論 文化としてのスポーツの意義に
ついて，課題を発見し，その解
決を目指した活動に取り組むこ
とができる。

○知識
・文化としてのスポーツの意義
について理解している。

・文化としてのスポーツの意義
について，自己の課題を発見
し，よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに，他者に伝
えている。

・文化としてのスポーツの意義
についての学習に自主的に取
り組もうとしている。

器械運動 技ができる楽しさや喜びを味わ
い，運動観察の方法や体力の
高め方などを理解するととも
に，自己に適した技で演技する
ことができる。

〇知識
・技の名称や行い方，運動観察の
方法，体力の高め方などについて
理解している。
〇技能
・マット運動では，回転系や巧技系
の基本的な技を滑らかに安定して
行うこと，条件を変えた技や発展
技を行うこと及びそれらを構成し演
技することができる。

・技などの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに，自己の考えたことを
他者に伝えている。

・器械運動に自主的に取り組む
とともに，よい演技を讃えよ
うとすること，互いに助け合
い教え合おうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり，健康・安全を
確保したりしている。

球技 勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，体力の高め方や運動観察
の方法などを理解するととも
に，作戦に応じた技能で仲間と
連携し、ゲームを展開する。

〇知識
・技術の名称や行い方，体力の高
め方，運動観察の方法などに
ついて理解している。
〇技能
・ゴール型では，安定したボール
操作と空間を作りだすなどの動き
によってゴール前への侵入などか
ら攻防をすることができる。
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と
連携した動きによって空いた場所
をめぐる攻防をすることができる。
・ベースボール型では，安定した
バット操作と走塁での攻撃，ボー
ル操作と連携した守備などによっ
て攻防をすることができる。

・攻防などの自己やチームの
課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を
工夫するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝えて
いる。

・球技に自主的に取り組むとと
もに，フェアなプレイを大切にし
ようとすること，作戦などについ
ての話合いに貢献しようとする
こと，一人一人の違いに応じた
プレイなどを大切にしようとする
こと，互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり，健康・
安全を確保したりしている。
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保健
健康な生活と疾病の予防

健康な生活と疾病の予防につ
いて，課題を発見し，その解決
を目指した活動に取り組むこと
ができる。

・健康は，主体と環境の相互作用
の下に成り立っていること。また，
疾病は，主体の要因と環境の要因
が関わり合って発生することを理
解している。
・健康の保持増進には，年齢，生
活環境等に応じた運動，食事，休
養及び睡眠の調和のとれた生活
を続ける必要があることを理解し
ている。
・喫煙，飲酒，薬物乱用などの行
為は，心身に様々な影響を与え，
健康を損なう原因となること。ま
た，これらの行為に
は，個人の心理状態や人間関係，
社会環境が影響することから，そ
れぞれの要因に適切に対処する
必要があることを
理解している。
・感染症は，病原体が主な要因と
なって発生すること。また，感染症
の多くは，発生源をなくすこと，感
染経路を遮断する
こと，主体の抵抗力を高めることに
よって予防できることを理解してい
る。
・健康の保持増進や疾病の予防
のためには，個人や社会の取組
が重要であり，保健・医療機関を
有効に利用することが必要である
こと。また，医薬品は，正しく使用
することを理解している。

・健康な生活と疾病の予防につ
いて，課題を発見し，その解決
に向けて思考し判断している
とともに，それらを表現してい
る。

・健康な生活と疾病の予防につ
いての学習に自主的に取り組
もうとしている。
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健康と環境 健康と環境に関わる事象や情
報から課題を発見し、疾病等の
リスクを軽減したり、生活の質
を高めたりすることと関連付け
て解決方法を考え、解決を目
指した活動に取り組むことがで
きる。

身体には、環境に対してある程
度まで適応能力があること。体
の適応能力を超えた環境は、
健康に影響を及ぼすことがある
こと。また、快適で能率の良い
生活を送るための温度、湿度、
明るさには一定の範囲があるこ
とを理解している。
・飲料水や空気は、健康と密接
な関りがあること。また、飲料水
や空気を衛生的に保つには、
基準に適合するよう管理する必
要があることを理解している。
・人間の生活によって生じた廃
棄物は、環境の保全に十分配
慮し、環境を汚染しないように
衛生的に処理する必要がある
ことを理解している。

・健康と環境に関する情報から
課題を発見し、その解決に向け
て試行し判断しているとともに、
それらを表現している。

・健康と環境について学習に主
体的に取り組もうとしている。

体力テスト


